
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保

団
連
）
は
１
９
日
、
２
０
２
４
年

５
月
以
降
に
全
国
の
７
割
の
医

療
機
関
で
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に

か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て

い
る
と
の
調
査
結
果
を
公
表
し

ま
し
た
。
政
府
は
健
康
保
険
証
廃

日
本
共
産
党
は
、
来
た
る
べ
き

総
選
挙
で
、
愛
知
１
１
区
（
豊
田
市
、

み
よ
し
市
）
に
植
田
和
男
さ
ん
を
候

補
者
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を
９

月
２
０
日
に
発
表
し
ま
し
た
。 

植
田
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

豊
田
市
の
豊
田
鉄
工
株
式
会
社
に

勤
務
。
民
青
同
盟
の
地
区
委
員
長
と

し
て
青
年
分
野
で
活
動
。
そ
の
後
、

日
本
共
産
党
の
専
従
に
な
り
、
地
区

役
員
や
労
働
部
長
と
し
て
、
労
働
組

合
運
動
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。 

自
民
党
は
、
裏
金
問
題
で
退
陣

し
た
岸
田
首
相
の
後
任
の
人
が
政

止
の
前
提
と
し
て
「
不
安
払
拭
」
の

措
置
を
と
っ
た
と
説
明
し
ま
す
が
、

医
療
現
場
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。 

 

調
査
に
は
３
７
都
道
府
県
の
１

万
２
４
２
医
療
機
関
が
回
答
。
こ
の

う
ち
７
１
３
４
機
関
（
６
９
・
７
％
）

が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
や
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
ト
ラ
ブ
ル
が
「
あ
っ

た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
昨
年
１
２

月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
よ
り
約

１
０
％
増
加
し
て
お
り
、
政
府
の
強

引
な
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
推
進
策
で

利
用
者
が
増
え
、
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞

わ
れ
る
医
療
機
関
も
増
加
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は
「
●
が
出
る

（
漢
字
が
読
み
取
れ
な
い
）
」
が
６

７
％
、
「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
接

続
・
認
証
エ
ラ
ー
」
が
５
２
％
、「
資

格
情
報
が
無
効
」
が
４
８
％
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
窓
口
で

患
者
負
担
１
０
割
を
請
求
し
た
事

例
は
９
・
４
％
で
、
１
０
割
負
担
と

説
明
し
た
ら
患
者
が
受
診
せ
ず
帰

っ
た
事
例
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

今
回
新
た
に
選
択
肢
を
設
け
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
効
期
限
切

れ
」
は
２
０
％
で
し
た
。
電
子
証
明

書
の
５
年
の
有
効
期
限
切
れ
に
気

づ
か
ず
、
更
新
手
続
き
を
し
な
い
ま

ま
医
療
機
関
を
受
診
し
、
資
格
確
認

で
き
な
い
事
例
が
起
き
て
お
り
、
今

後
急
増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

保
団
連
の
竹
田
智
雄
会
長
は
「
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
現
行
の
保
険

証
が
併
用
さ
れ
て
い
れ
ば
（
１
０
割

を
請
求
さ
れ
る
）
無
保
険
扱
い
は
解

決
す
る
。
国
民
皆
保
険
を
守
る
た
め

に
政
府
は
一
刻
も
早
く
保
険
証
を

残
す
決
断
を
す
べ
き
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
９
・
２

号
よ
り
） 

権
を
担
い
ま
す
が
、
裏
金
問
題
、

経
済
政
策
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、

統
一
協
会
と
の
関
係
な
ど
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
ま
と
も
な
政
策
を
う

ち
だ
せ
ず
に
い
ま
す
。 

今
度
の
総
選
挙
は
、
金
権
腐
敗

の
自
民
党
政
治
を
終
了
さ
せ
る
た

た
か
い
で
す
。 

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
勝
利
と
、

日
本
共
産
党
躍
進
の
た
め
、
植
田

候
補
、
比
例
候
補
を
先
頭
に
、
全

力
で
た
た
か
い
ま
す
。
大
き
な
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

植
田
和
男 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

◆
大
阪
市
出
身 

７
５
歳 

◆
名
古
屋
大
学
卒
業 

◆
豊
田
鉄
工
株
式
会
社
勤
務
。
民 

青
同
盟
豊
・
加
茂
地
区
委
員
長
。

日
本
共
産
党
地
区
委
員
長
、
県

常
任
委
員
（
労
働
部
長
）
歴
任
。 

◆
現
在
、
愛
知
県
名
誉
県
委
員
。

１
１
区
政
策
責
任
者
。
岐
阜
県

御
嵩
町
在
住 

調査結果を説明する竹田保団連会長 



 

 

  

 

２
１
日
か
ら
発
生
し
た
石
川
県
能

登
地
方
で
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
小
池
晃
書
記

局
長
・
参
院
議
員
を
本
部
長
、
高

橋
ち
づ
子
衆
院
議
員
を
本
部
長
代

理
と
す
る
「
能
登
半
島
豪
雨
災
害

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
被
災

地
の
党
組
織
や
地
方
議
員
と
と
も

に
、
救
援
・
救
命
活
動
や
要
望
の

聞
き
取
り
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま

す
。 

 

全
国
の
み
な
さ
ん
に
豪
雨
災
害

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

すやま初美 
党中央委員 

◆法律相談は弁護士が第 2 土曜日 

       午前 10 時～12 時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 

 

緊
急
募
金
へ
の
ご
協
力
を
訴
え
ま

す
。 

 

お
預
か
り
し
た
救
援
募
金
は
、

日
本
共
産
党
の
政
治
活
動
の
た
め

の
資
金
と
区
別
し
、
全
額
を
被
災

者
救
援
、
被
災
自
治
体
の
た
め
に

活
用
し
ま
す
。 

 

募
金
は
、
左
記
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

【
郵
便
振
替
】 

 

口
座
番
号 

０
０
１
７
０-

９-

１
４
０
３
２
１ 

 

加
入
者
氏
名 

日
本
共
産
党
災

害
募
金
係 

 

＊
通
信
欄
に
「
能
登
半
島
豪
雨

災
害
緊
急
募
金
」
と
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま

す
。 

 

早朝宣伝で、支部の皆さんと

募金を訴える根本市議 

 

９
月
２
４
日
、
民
青
同
盟
が
学

生
食
料
支
援
を
お
こ
な
い
、
２
０

人
の
学
生
が
参
加
。「
米
、
助
か
り

ま
す
」「
こ
こ
で
も
ら
っ
た
食
料
で

食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
」
と
話
す

学
生
の
暮
ら
し
は
、
い
っ
こ
う
に

良
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
東
京
大
学
の
学
費
値

上
げ
が
狙
わ
れ
る
中
、
こ
れ
以
上

の
高
い
学
費
と
な
れ
ば
、
大
学
を

続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
心
配
で
す
。
学
費

の
負
担
軽
減
、
教
育
の

無
償
化
が
、
来
る
総
選

挙
で
、
大
き
く
問
わ
れ

る
問
題
で
す
。 


